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複線化への期待と挑戦
将来の福知山線はどうあるべきなのか。

　鉄道のもつ優位性を見直し、次世代へつなぐために。

　

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
宝
塚
線
（
通

称
／
大
阪
‐
篠
山
口
）
と
福
知
山
駅
を
つ
な
ぐ
、

兵
庫
の
東
側
を
縦
断
す
る
全
長
約
１
１
４
km
の
鉄

道
で
す
。
１
８
９
９
年
３
月
、
三
田
か
ら
篠
山
（
現

在
の
篠
山
口
駅
）
を
む
す
ぶ
阪
鶴
鉄
道
が
開
通
し
、

同
年
７
月
に
は
、
地
域
住
民
の
念
願
だ
っ
た
柏
原
‐

福
知
山
南
口
駅
間
が
開
通
。
以
来
、
１
０
０
年
以

上
に
わ
た
っ
て
人
々
を
乗
せ
列
車
を
走
ら
せ
て
き

ま
し
た
。
他
の
交
通
機
関
に
比
べ
て
、
大
量
性
・

速
達
性
・
定
時
性
に
加
え
、
経
済
性
や
環
境
の
面

で
も
優
れ
た
鉄
道
は
、
主
要
な
交
通
手
段
と
し
て

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
車
社
会
の
到
来
と
と
も
に
電
車
を
利

用
す
る
人
は
激
減
。
さ
ら
に
平
成
９
年
９
月
に
は
、

篠
山
口
駅
以
南
が
複
線
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市

内
駅
の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
篠
山
口
以
北
の
複
線
化
」
を
め
ざ
し
、
こ
れ
ま

で
か
ら
旧
町
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
複
線
化
へ
の
道
の
り
は
遠
く
険

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
合
併
後
も
、
複
線
化

に
は
利
用
増
進
が
必
要
不
可
欠
と
、「
５
回
に
１
回

は
車
で
は
な
く
電
車
に
乗
ろ
う
」
と
『
乗
っ
て 

近

づ
く 
複
線
化
』
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
で
は
、
篠
山
口
駅
お
よ
び
市
内
各
駅

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
電
車
利
用
の
問
題
点
な
ど
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
複
線
化
を
め
ざ
す
上
で
何

が
必
要
か
を
探
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
複
線
化
に

つ
い
て
み
な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

意見１　複線化になれば…
＊複線化になれば、最寄駅から利
用したい。＊丹波市の活性化は、
複線化の早期実現がかぎ。人を呼
び込むためだけではなく、人を留
めるために早期に実現し、もっと
魅力的なまちにすべき。＊阪神間
まで１時間ちょっとくらいなら、
若い世代が丹波に住み、通勤可能
になることで人口が増えると思
う。＊市内からの通勤が不便でや
むを得ず単身で大阪・神戸方面に
住んでいる人もいる。便利になれ
ばもっと利用者は増加する。＊篠
山口以北の現行ルートの複線化の
実現は、阪神間への通勤が便利に
なり、丹波市の人口減に歯止めが
かかる。＊社用で車を利用してい
るが、現行路線で複線化になれば
電車を利用したい。
問題１　電車本数
＊篠山口～福知山駅間の電車が少
なく、利用する気になれない。＊列
車の本数が少ないのが最寄り駅を
利用しない一番の理由。＊篠山口
駅まで複線化になってから、最寄
り駅の利用が不便になって困る。
問題２　待ち時間の長さ
＊下り電車の篠山口・谷川駅での
すれ違いの電車の待ち時間が長
い。早期に部分的にでも複線化を。
＊反対電車の待ち合わせが長く、
極端に時間がかかる。＊篠山口駅
での特急の待ち合わせや接続の時
間が長すぎる。停車時間をもっと
短くしてほしい。＊通勤時間帯だ
けでも１時間に１本から３０分に
１本にしてほしい。
問題３　駐車場
＊定期利用者だけでも駅に無料駐
車場を確保して欲しい。＊駅への
送迎・切符購入時などの無料駐車
スペースの確保を。
提案１　代替案
＊市内では、地形的に無理な川代
は現行のまま単線で、一部で行き
違いのできる設備をすればよいの
では。それ以外は、複線化を進め
てはどうか。＊一刻も早く複線化
にして欲しい。川代を考えると、
現行ルートと新規ルートの２本立
てでの複線化を。

篠山口駅を利用しはじめた時期は？
（篠山口駅調査）

無回答
12.5％

◇調査場所　 ＪＲ篠山口駅と市内全駅
　［JR 篠山口駅 ］調査日　８月３１日（木）始発～終電
　　　　　  　調査票回収数　９１６件（回収率３４．６％）　
　［市内全駅］調査日　９月２２日（金）　始発～正午すぎ
　　　　　　  （柏原駅は乗車人員を午後 9 時まで調査）
　　　　　　  調査票回収数２６９件（回収率３４．１％）
◇調査方法 　改札口付近で利用者（市内全駅調査は高校生
　　　　　　は対象外）に調査票を手渡し、後日郵送回答。

Ａ

通勤
55.7％

行楽・
レジャー

9.3％

その他
（家事･買物ほか）

20.9％

電車の利用目的は？（市内駅調査）

Ａ大 阪・ 神 戸
34.2％

宝塚
15.6％

市内
13.0％

その他 4.5％

篠山口
3.7％

大阪以南
9.7％

福知山
（以北含む）

17.4％

京都以東
1.9％

利用区間は？（市内駅調査）

自由記入欄から、
利用者の求めるニーズが
明らかに

  ［参考］市内各駅乗車人員数の一覧（９月22日調査）

駅 名 下 滝 駅 谷 川 駅 柏 原 駅 石 生 駅 黒 井 駅 市 島 駅 丹波竹田駅
運 行 時 間 通 勤 その他 通 勤 その他 通勤 その他 通 勤 その他 通 勤 その他 通 勤 その他 通 勤 その他

5:00 ～ 3 0 4 1 ３ ５ 5 6 8 4 1 0 1 0

6:00 ～ 17 10 48 80 33 43 8 64 27 21 11 15 6 20

7:00 ～ 4 16 18 255 33 117 11 215 51 206 17 146 8 47

8:00 ～ 17 0 4 30 7 17 5 18 21 9 14 28 7 15

9:00 ～ 6 0 3 10 １ 25 0 7 8 0 13 2 6 0

10:00 ～ 4 0 0 5 １ 34 0 11 9 0 8 0 0 2

11:00 ～ 1 0 1 13 ０ 28 0 11 5 0 8 0 0 4

12:00 ～ 0 0 0 0 1 33 ー ー 0 0 1 0 0 1

小　計 52 26 78 394 79 302 29 332 129 240 73 191 28 89

合　計 78 472 381 361 369 264 117
Ｈ 17 平 均 乗 車 人 数 85 594 986 366 638 305 174
一 日 あ た り の
午前中の乗車率 91.8 79.5 38.6 98.6 57.8 86.6 67.2

※柏原駅は他の６駅と異なり、午前中の乗車人員が一日の 3 割強で、午後に乗車人員が増加する。

利用者の実態を把握し複線化への方策を探る

鉄道利用者実態調査の結果から

最寄り駅を利用する際に不便なのは？
（市内駅調査 / 複数回答）

不明
特に不便はない

その他
駅までの道路が不便

駅周辺の駐車料金が高い
駅周辺の駐輪場が少ない
駅周辺の駐車場が少ない
特急列車がまったく止まらない
特急電車があまり止まらない

駅までのバスが不便
駅までのバス路線が少ない

運賃が高くつく
座席に座れない

乗り換えが多くなる
列車本数が少ない
時間が長くかかる

 8
  15
　　  32
6
6
7
　　25
  13
　　　  43
　　　39　
　　　37
　　　　48　
　　28
　　　33　

　　　　　　　  208　
72

Ａ

福知山 1.6％ 丹波竹田 1.0％
市島
5.1％

黒井 9.9％

石生 6.4％

谷川 4.8％

下滝 2.2％

古市
1.0％

その他
無回答
15.1％

草野 0.6％

南矢代
1.0％

柏原 10.3％
丹波大山

41.0％

最寄駅は？（篠山口駅調査）

最寄駅を利用しない理由は？
（篠山口駅調査）

目的地までの時間が長くかかる
列車本数が少ない
乗換えが多くなる

座席に座れない
運賃が高くなる

自宅から最寄駅までのバス路線が少ない
最寄駅までのバスが不便
最寄駅までの道路が不便
最寄駅周辺の駐車場が少ない
最寄駅周辺駐車場の料金が高い
最寄駅周辺の自転車置場が少ない

その他・無回答

                      100

　                      232

       47

4

     39

    31

  21

15

          60

12

6

              78　

通院
10.0％

通学
4.1％

［調査 DATA］
新三田～篠山
口駅間が複線
化になった後
から 51.9％

新三田～篠山口
駅間が複線化に
なる前から
35.6％

※高校生を除く

※高校生を除く

複線化への期待と挑戦
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※篠山口駅が最寄駅でないと回答された方のみ
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「行政と市民が一体
となった取り組み
を」

「平成９年には三田～篠山口駅間の複線
化が実現しましたが、篠山口以北は、そ
の後依然として単線のままで、普通電車
はほとんどが篠山口駅で乗り換えとな
り、１時間に上下約１本程度というとて
も不便な状態です ｡ このような状態に危
機感をもち、山南地域では、平成 14 年
１月に住民運動として複線化推進委員会
を設立。以来５年近く利用増進にむけて
鋭意努力を続けてきました ｡ そして今回、
ようやく複線化促進を目標に、丹波市の
一元化が実現しました。とてもうれしい
ですね。今後は丹波市発展のために行政
と市民が一体となってがんばっていかな
くてはならないと思います ｡」

みなさんと市が協働で進める複線化

丹波市ＪＲ福知山線複線化推進協議会が発足

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
複
線
化
推
進
委
員
会

（
山
南
地
域
）　

 

会長
田中義已さん

福知山線と加古
川線の複線化を
めざして日々奮
闘中。駅前をイ
ルミネーション
で彩るなど、親
しみのある駅を
めざしている。

会
長
の
大
木
豊
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
支
部
を
設
置
し
、
地
域
特
性
に
応
じ
た

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
注
視
し
、
第
１
段
階
と

し
て
、
現
行
路
線
で
も
可
能
な
ダ
イ
ヤ
改
善
・

増
便
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
（
※
推
進
協
議
会
へ
の
加
入
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
）。

柏原駅の駅舎は、かつて大阪で開か
れた「花と緑の博覧会」の「山の駅」
をそっくりそのまま移築したもので、
温かみのある木製の駅舎がとても印
象的。駅前の欅（けやき）公園とと
もに柏原地域のシンボル的存在とな
っています。

かつての客車列車と現在の電車列車とで
は高さが合わないため、プラットホーム
には、昔の低いホームに上積みしてかさ
上げされた形跡がある駅がいくつかあり
ます（写真上）。柏原駅の反対側のホー
ムに渡る陸橋のたもとには「大正四年二
月　鐵道院」の刻印があります（写真左）。

　

企
業
や
地
域
活
動
団
体
な
ど
、
１
５
０

を
超
え
る
団
体
で
構
成
さ
れ
た
市
民
の
み

な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た
組
織
「
丹
波
市

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
複
線
化
推
進
協
議
会
」
が

こ
の
ほ
ど
発
足
し
、
複
線
化
に
向
け
た
市

全
域
で
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

11
月
30
日
の
発
足
総
会
で
は
、
春
日
地

域
自
治
会
長
会
会
長
の
和
田
利
一
氏
が
会

長
に
、
ま
た
、
副
会
長
に
は
市
観
光
協
会

複　線　化

　

　県交通政策への位置づけ

　　　輸送力の強化
　　　　○周辺自治体への波及効果

　　　　○篠山口以北の増発・増便

　　

�����利便性の向上
　　　　　　○市内乗降人員の増加

　　　　　　○駅利用の活発化

　　　　　　○機運の高まり

��������利用増進���������
　　　　　　　　　○市全体への広がり

阪鶴鉄道をこの地に
開通させた田艇吉氏

（でんていきち / 柏原
町下小倉生まれ）の
銅像が、今も柏原駅
駐輪場わきに設置さ
れています。

＊鉄道の歴史まめ知識＊

複線化がもたらすメリット
　○阪神間が通勤圏内となる
　○若者の定住化への期待
　○都市との交流人口増加
　○温暖化抑制への貢献　など

谷川駅前にイルミネーション

　

も
う
一
度
鉄
道
の
よ
さ
を
再
確
認
し
、
未

来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。「
便
利
に

な
っ
た
ら
乗
る
」「 
不
便
だ
か
ら
乗
ら
な
い
」

で
は
、「
複
線
化
」
は
夢
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
す
ぐ
に
は
効
果
が
出
に
く
い
で
す

が
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
や
が
て
大
き
な

力
と
な
る
「
環
境
問
題
」
の
よ
う
に
、
ま
ず

一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
便
利
さ
だ
け
を
追
い
求
め
る

の
で
は
な
く
、
と
き
に
は
鉄
道
利
用
助
成

事
業
な
ど
を
使
っ
て
電
車
を
利
用
を
す
る
な

ど
、
利
用
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
市
民

み
ん
な
で
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

か
ら
、
現
行
路
線
で
の
篠
山
口
駅
以
北
の
増

便
、
ダ
イ
ヤ
改
善
の
実
現
へ
と
結
び
つ
い
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「石生駅を愛する会では、ポイントカードの発行

や青春１８きっぷの販売による利用促進に努め

ています ｡ 今回の協議会の発足によって、各団

体が集結したより大きな力となりました。長所

を活かし、広い視野をもってさらなる促進へと、

次世代へつながる活動になるといいですね。」

石生・市島駅では、市からの委託を通してＪＲのＯ

Ｂの方に発券業務を担当していただいています。「電

車を利用されるお客さんも、篠山口から北が時間が

かかって不便だと困っておられます。たくさんの方

に利用していただいて、一日も早く複線化してほし

いですね。」

市はＪＲから石生・市島駅での乗車券の販売業務を受託
しています。切符などの購入代金の一部は、手数料とし
て市の収入になります。また、団体旅行助成制度の補助
金も増額されます。

　窓口営業時間：午前６時 30 分～午後 5 時（年中無休）
市の一体感醸成と市民の総力を結集するために

みんなで取り組む利用増進

石
生
駅
を
愛
す
る
会

事務局足立広美さん

今年で 3 回目を迎える市
民号は、合併前の町民号も
あわせると 20 年以上の歴
史。1 月には「カニカニ列
車」も開催されます。また、
毎年ゆめタウン前でキャ
ンペーンを開催し、利用増
進を呼びかけるなど、複
線化に向けた息の長い活
動を展開中。

「
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」　

「駅利用者のみな
さんからも、複
線化を望む声が
聞こえてきます」

石生駅券売担当

　瀬冨雄さん

1899 年   ３月      阪鶴鉄道三田～篠山（現在の篠山口）間が開業 
1899 年    5 月  　篠山～柏原間が開業 
1899 年    7 月　  柏原～福知山南口（廃止）間が開業 
1907 年    8 月　  阪鶴鉄道を国有化 
1909 年 10 月       竹田（現在の丹波竹田）～福知山間の福知駅廃止 
1911 年 11 月       竹田駅を丹波竹田駅に改称
1986 年 11 月       宝塚～福知山間が電化し全線電化完了
　　　　　　　   貨物営業廃止
1987 年    4 月　  国鉄分割民営化により西日本旅客鉄道に承継 
1988 年    3 月　  （愛称）JR 宝塚線の使用を開始（篠山口まで） 
1997 年    3 月  　篠山口以南が複線化
2000 年    3 月 　  「丹波路快速」運転開始 
2000 年 12 月   　篠山口～福知山間の一部列車でワンマン運転開始 

現在のＪＲ福知山線までのみちのり

複線化への期待と挑戦

昔
の
ホ
ー
ム
の
高
さ

現
在
の
ホ
ー
ム
の
高
さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：人）

駅　　名 3 年度 8 年度 13 年度 17 年度
篠 山 口 2,817 3,591 4,185 4,141
丹 波 大 山 140 285 227 178
下 　 　 滝 171 157 129 85
谷 川 920 904 683 594
柏 原 1,537 1,503 1,166 986
石 生 441 464 401 366
黒 井 929 897 784 638
市 島 490 434 352 305
丹 波 竹 田 237 231 180 174
市 内 駅 合 計 4,725 4,590 3,695 3,148

区間毎の乗車人員の推移

篠山口駅以南複線化による
乗車人員と運行状況の変化

運行状況の変化
複線化以前と現在のダイヤを比較すると…
１．市内着の普通電車がすべて快速に。しかし、通勤
時間帯の市内着の下り快速電車は、車両の引き離し作
業などのため、篠山口駅でそれぞれ９～１７分待ち。
２．昼間（午前１０時～午後５時）の市内着の快速電
車は、すべて篠山口駅で乗り換えが必要に（複線化以
前の下り電車は、篠山口～福知山間のみの運行はなく、
新三田・篠山口着以外はすべて終点福知山まで運行し
ていた）。

住宅開発などに
よる人口増加

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
3 年度　　　　　8 年度　　　　　13 年度　　　17 年度　　　

増

複線化に
よる増発

広野～
篠山口区間

新三田駅
以北計

丹波大山～
丹波竹田間 4,865

（99.8％） 4,875
（100％） 3,922

（80.5％） 3,326
（68.2％）

7,358
（72.5％）

10,154
（100％）

10,525
（103.7％）

10,216
（100.6％）

12,223
（81.3％）

15,029
（100％） 14,447

（96.1％） 13,542
（90.1％）

※ （　）内は篠山口駅以南が複線化する前年を 100％とした割合

（人）
篠山口駅以南複線化（平成 9 年 9 月）
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  鐘ケ坂

公
園

管
理

  上
小

倉
か

けはし会　おらがむ
ら

の
む

ら
自

慢
 20

06
.12

Ｎｅｗｓ　Ｌｅｔｔｅｒ

鐘ケ坂公園周辺を管理
上小倉かけはし会（柏原町上小倉）

鬼の架け橋のふもとで、安藤広重の「六十余州名
所図絵　丹波鐘坂」にも描かれた柏原町上小倉。
今回は、鐘ケ坂公園や明治のトンネル周辺を管理
されている「上小倉かけはし会」会長の飯谷幹夫
さんにお話を伺いました。

��������人権啓発コーナー

じ ん け
ん の
と び ら

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
と
は
、
定
ま

っ
た
住
居
を
持
た
ず
、
公
園
・
路

上
・
公
共
施
設
・
河
原
・
架
橋
の

下
な
ど
の
公
共
の
場
所
な
ど
で
日

常
生
活
を
営
ん
で
い
る
人
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
私
た
ち
が
丹
波
市

で
暮
ら
し
て
い
く
な
か
で
、
ホ
ー

ム
レ
ス
と
接
す
る
機
会
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
口
は
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
不
況
下
で
増
加
し
て
お

り
、
２
０
０
３
年
の
厚
生
労
働
省

調
査
で
は
、
全
国
の
ホ
ー
ム
レ
ス

人
口
は
２
５
，
２
９
６
人
に
も
達

し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
レ
ス
に
至
る
各
個
人
の

事
情
は
失
業
や
事
業
の
失
敗
・
倒

産
な
ど
の
経
済
破
綻
が
多
く
、
ま

た
、
家
族
関
係
の
悩
み
や
借
金
に

よ
る
生
活
破
綻
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
な
ど
の
個
人
的
要
因
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
経
済
的
・
個
人
的

要
因
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
い
ま

す
。
国
に
お
い
て
は
、
２
０
０
２

年
に
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援

な
ど
に
関
す
る
特
別
措
置
法
を
施

行
、
ま
た
各
自
治
体
で
も
、
公
園

に
お
け
る
一
時
宿
泊
施
設
な
ど
ホ

ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
施
策
が
講

じ
ら
れ
、
民
間
に
お
い
て
も
、
支

援
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｂ

ｉ
ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
を
発
祥
と
し
、

ホ
ー
ム
レ
ス
が
販
売
者
と
な
る
雑

誌
を
発
行
し
、
現
金
収
入
を
得
る

機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
自
立
を
支

援
す
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。
東
京

や
大
阪
な
ど
で
も
、
ホ
ー
ム
レ
ス

が
街
頭
で
雑
誌
「
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ

ー
日
本
版
」
の
販
売
を
し
て
い
ま

す
。ホ

ー
ム
レ
ス
を
取
り
巻
く
問
題

と
し
て
は
、
若
者
に
よ
る
殺
害
・

傷
害
な
ど
の
襲
撃
事
件
や
公
園
な

ど
の
公
共
施
設
の
不
法
占
拠
、
ホ

ー
ム
レ
ス
の
低
年
齢
化
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

私
た
ち
が
支
援
し
た
り
、
考

え
る
べ
き
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自

分
た
ち
よ
り
も
弱
い
も
の
を
い
じ

め
、
ま
た
虐
待
す
る
こ
と
は
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
起
こ
る
の

か
、
今
一
度
し
っ
か
り
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ホ

ー
ム
レ
ス
の
現
実
や
背
景
を
正
し

く
理
解
し
、
捉
え
る
こ
と
を
通
し

て
、
自
立
支
援
の
あ
り
方
が
明
ら

か
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

「
平
成
15
年
春
、
旧
柏
原
町
か
ら
鐘
ケ
坂
公
園
の
清

掃
や
草
刈
、
ま
た
地
区
の
老
人
会
か
ら
国
道
沿
い
の
花

の
管
理
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
小
倉
自
治
会
内

の
方
に
賛
同
者
を
募
り
、
男
性
20
人
、
女
性
20
人
の
計

40
人
で
「
上
小
倉
か
け
は
し
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

鐘
ケ
坂
ト
ン
ネ
ル
は
、
明
治
、
昭
和
、
平
成
の
３
代

の
ト
ン
ネ
ル
が
通
る
全
国
的
に
も
例
の
な
い
と
こ
ろ
で

す
。
中
で
も
、
明
治
の
ト
ン
ネ
ル
は
日
本
最
古
の
レ
ン

ガ
造
り
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
す
。
ま

た
、
鬼
の
架
け
橋
や
、
桜
や
紅
葉
の
名
所
の
鐘
ケ
坂
公

園
、
古
道
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
な
ど
、
多
く
の
み
な

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

か
け
は
し
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
大
切
に
し
て

い
く
た
め
、
周
辺
の
掃
除
や
夏
は
草
刈
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
一
番
困
る
の
は
、
不
法
投
棄
で
、
中
に
は
自

動
車
や
冷
蔵
庫
な
ど
を
捨
て
る
人
も
い
ま
す
。
今
年
の

11
月
に
は
、
県
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
て
鐘

ケ
坂
公
園
運
営
委
員
会
（
か
け
は
し
会
、
上
・
下
小
倉
、

柏
原
町
商
工
会
東
支
部
、
観
光
協
会
な
ど
で
組
織
）
を

事
業
主
体
と
し
て
登
山
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
い
、
も
み

じ
ま
つ
り
も
開
催
し
て
多
く
の
方
々
に
鐘
ケ
坂
公
園
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
上
小
倉
自
治
会

の
人
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
に
参
加
い
た
だ
い
た
活

動
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

※
鐘
ケ
坂
公
園
か
ら
鬼
の
架
け
橋
ま
で
の
登
山
は
約

１
時
間
で
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

� �
　
　
　
　
「
健
康
と
教
育
の
ま
ち
」
を
ま
ち
づ
く

り
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
教
育
の
ま

ち
」
の
構
築
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か

　

国
内
で
は
、
い
じ
め
や
必
須
科
目
の
履
修
漏

れ
な
ど
、
教
育
問
題
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。
い

じ
め
の
実
態
が
つ
か
め
な
か
っ
た
り
、
対
応
が

遅
か
っ
た
り
不
手
際
が
目
立
っ
て
、
尊
い
命
が

奪
わ
れ
る
な
ど
行
政
の
対
応
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
政
で
は
安
倍
内
閣
が
新
し
く

発
足
し
、「
教
育
再
生
」
の
旗
印
の
も
と
積
極
的

な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。「
教
育
は
国
家

百
年
の
計
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
丹
波
市
に
と

��������������
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丹波市善行者表彰に北野全
たけし

司さん

社会福祉および交通施策の充実にと多

額の寄贈をいただきました氷上町成松

の北野全司さんに、丹波市健康まつり

２００６式典の部・表彰式で表彰状を

授与しました。

�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
�

安倍総理から認定書を授与
１２月４日、首相官邸で「第５回地域再

生計画」認定書授与式が開催され、安倍

晋三内閣総理大臣から認定書を受け取り

ました。その後、同じく認定書を受け取

られた全国の自治体の出席者のみなさん

と、地域活性化の取組みなどについて意

見交換を行いました。

っ
て
も
ま
さ
に
教
育
こ
そ
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

を
な
す
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

少
子
化
の
進
む
中
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
、
充
実
し
た
教
育

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
行
政
に
与
え
ら

れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
「
教
育
の

ま
ち　

丹
波
市
」
を
テ
ー
マ
に
広
く
全
国
に
売

り
出
せ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
丹
波
市
に
は
立
派
な
子
育
て
が
で

き
る
条
件
が
揃
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、
澄
み
切
っ
た
空
気
と
水
、
豊
か

な
農
産
物
、
さ
ら
に
子
ど
も
を
取
り
巻
く
人
間

味
深
い
人
的
環
境
、
都
市
と
の
交
流
等
で
情
報
、

文
化
が
適
時
に
入
手
で
き
る
地
域
性
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
恵
ま
れ
た
条
件
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
子
育
て
す
る
親
の
教
育
力
を
高

め
る
支
援
、
学
校
や
幼
稚
園
で
の
先
生
方
の
指

導
力
を
高
め
る
支
援
、
子
ど
も
が
住
む
地
域
の

人
々
の
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
う
た
め
の
支
援

な
ど
。
中
で
も
「
親
子
の
絆
」
を
昔
の
子
育
て

に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
過
保
護
や

放
任
主
義
で
は
立
派
に
子
ど
も
は
育
ち
ま
せ
ん
。

昔
の
庶
民
哲
学
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
し
つ

け
も
家
庭
で
し
っ
か
り
で
き
、「
美
し
い
自
然
の

中
で
、
ほ
ど
よ
い
貧
乏
と
親
の
真
の
愛
」
に
育

ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
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◇建ぺい率と容積率の考え方

建ぺい率（％）　＝　　　　　×１００

（下図の場合）　  ＝　　　　　×１００

容積率（％）　　＝　　　　　×１００

（下図の場合）　  ＝　　　　　×１００

z ＝敷地面積
b ＝１階床面積（建築面積）
c ＝２階床面積

市
で
は
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

各
地
域
で
税
の
申
告
相
談
を
行

い
ま
す
。
で
も
、
中
に
は
「
申
告
に
行

く
の
が
面
倒
だ
。」
と
か
「
忙
し
く
て
行

け
そ
う
に
な
い
。」、「
相
談
会
場
は
、
混

雑
し
て
い
て
大
変
だ
。」
な
ど
と
思
わ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
方
は
ぜ
ひ
「
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ひ
ら
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
自
宅
に

い
な
が
ら
24
時
間
お
好
き
な
時
間
に
申

告
書
や
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
な
ど
の

作
成
が
で
き
ま
す
。
面
倒
な
税
額
計
算

も
、
数
字
を
入
力
す
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。

申
告
シ
ー
ズ
ン
が
は
じ
ま
る
ま
で

に
、
書
類
を
そ
ろ
え
る
な
ど
の
準

備
と
と
も
に
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
現
在
、画
面
は
「
平
成
17
年
分
用
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
１
月

に
「
平
成
18
年
分
用
」
に
更
新
さ
れ
る

予
定
で
す
。

確
定
申
告
、
今
年
は
パ
ソ
コ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
収
支
や
医
療
費
控
除
も
簡
単���　　　　��

ｃｌｉｃｋ！

事業所得、農業所得、不動産所得のあ
る方は　①青色申告決算書・収支内訳
書作成 →　②所得税の確定申告書作
成へと進もう。 

年金所得の申告や医療費控除を受けよ
うとされる方など（下記以外すべて）
は「所得税の確定申告書作成」 へ。

①

②

③

作成したい申告書を選ぼう

所
得
税
の
納
付
が
必
要
な
場
合

は
、
税
務
署
ま
た
は
市
役
所
税

務
課
で
納
付
書
を
入
手
し
て

金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
振
替
納
税
も
で
き
ま
す
。

還
付
申
告
の
場
合
は
、
後
日
、

指
定
さ
れ
た
口
座
に
還
付
金
が

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

各コーナーで、作成する申告書を選択
し、画面の指示に従って、氏名や金額な
どを入力します。それぞれのコーナー
で入力が終わると、プリンターで印刷
しましょう。データを保存しておくと、

後日修正することもできます。

指示に従って入力しよう

④

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
な
ら
、
申
告
も
納
税
も

す
べ
て
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
ま
す

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
自
宅
で
で
き
る
国

税
の
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
で

す
。
対
象
と
な
る
の
は
、所
得
税
、法
人
税
、

消
費
税
、
酒
税
、
印
紙
税
で
す
。
所
得
税

や
消
費
税
な
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
利
用

と
併
せ
て
「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」
の
登
録
を
す

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

納
税
も
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で

　

建
築
基
準
法
に
は
、
先
月
号
で
紹
介
し
た
よ
う

に
建
築
確
認
申
請
な
ど
の
手
続
き
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
全
国
ど
こ
で
も
適
用
さ
れ
る 

「
単
体

規
定
」 

と
、
原
則
と
し
て
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い

て
の
み
適
用
さ
れ
る 

「
集
団
規
定
」 

が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
区
域
外
に
お
い
て
建
物
を
建
て
る
場

合
は
、
建
物
構
造
上
の
安
全
性
（
地
震
に
対
す
る

強
度
な
ど
）
を
確
保
し
て
い
れ
ば
建
築
可
能
で
す

が
、
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
は
集
団
規
定
が

適
用
さ
れ
、
建
築
物
が
集
ま
っ
た
「
ま
ち
」
と
し

て
の
環
境
の
整
備
と
保
護
を
図
り
、
よ
り
快
適
で

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
建
物
の
建

て
方
に
一
定
の
ル
ー
ル
や
制
限
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
敷
地
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
建
物
を

建
て
る
と
、
そ
の
ま
わ
り
で
は
日
当
た
り
や
風
通

し
が
悪
く
な
り
、
万
一
火
事
が
起
き
た
と
き
は
、

近
接
す
る
建
物
に
飛
び
火
し
て
延
焼
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
建

第４話　
「都市計画区域に指定されると（その２）

～建ぺい率、容積率とは～」

　

建
物
を
建
て
る
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法

令
が
関
係
し
て
き
ま
す
が
、
そ
の
中
で
一
番

深
く
関
わ
っ
て
く
る
法
律
が 

「
建
築
基
準
法
」 

で
す
。
国
民
の
生
命
・
健
康
・
財
産
を
守
る

た
め
に
、
建
築
物
に
つ
い
て
の
最
低
限
の
基

準
を
定
め
て
い
る
法
律
で
す
。

建築面積
敷地面積

延床面積
敷地面積

b
A

b ＋ c
A

物
の
大
き
さ
を
制
限
す
る
（
敷
地
面
積
に
対

す
る
建
築
物
の
建
つ
面
積
の
比
率
を
決
め
る
。

建
ぺ
い
率
と
容
積
率
の
制
限
が
あ
る
）
こ
と

で
、
敷
地
内
に
一
定
の
空
間
を
確
保
し
、
建

物
の
密
集
を
防
ぎ
、
安
全
と
防
災
、
衛
生
な

ど
の
環
境
を
良
好
に
維
持
し
ま
す
。

①　

建
ぺ
い
率

　

建
築
物
が
そ
の
敷
地
面
の
ど
の
程
度
を

覆
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
を
示
し
た
も

の
で
、
敷
地
に
建
築
物
を
建
て
る
場
合
、
そ

の
敷
地
面
積
に
対
し
て
建
築
物
を
建
て
る
こ

と
の
で
き
る
面
積
の
割
合
は
、
最
高
ど
の
く

ら
い
か
を
表
し
て
い
ま
す
。
丹
波
市
内
の
都

市
計
画
区
域
で
は
、
60
％
が
限
度
と
な
り
ま

す
（
一
部
70
％
の
区
域
も
あ
り
ま
す
）。

②　

容
積
率

　

一
定
の
敷
地
に
対
し
て
建
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
床
面
積
の
合
計
の
限
度
を
示
し
た
も

の
で
、
そ
の
敷
地
に
何
階
建
て
の
建
築
物
を

建
て
ら
れ
る
か
を
表
し
て
い
ま
す
。
丹
波
市

内
の
都
市
計
画
区
域
で
は
、
２
０
０
％
が
限

度
と
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
接
道
義
務
に
つ
い
て
詳
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

　

れ
ば
、
自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
電
子

申
告
（
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
郵
送
。）

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
（
金
融
機
関
と
の
契
約
が
必
要
）
や

現
金
自
動
出
入
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
で
の
納
税

も
可
能
で
す
。

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

に
は
、
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①　

開
始
届
出
書
の
提
出

電
子
ま
た
は
書
面
で
税
務
署
に
提
出
。

②　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ

で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
か
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま

す
。

③　

電
子
証
明
書
な
ど
の
登
録

電
子
証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
＋

電
子
証
明
書
）
は
、
市
役
所
市
民
課
ま
た

は
支
所
で
交
付
を
受
け
ま
す
。（
手
数
料

千
円
）
ま
た
、
証
明
書
デ
ー
タ
の
読
み
取

り
に
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が

必
要
で
す
の
で
、
市
販
品
を
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎
０
５
７
０
‐

０
１
５
９
０
１
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）、
柏
原
税
務
署
☎
72
‐
１
１
３
１
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国税庁のＨＰ
をひらいて
みよう
申告・納税等手続→
確定申告等情報→確
定申告書等作成コー
ナーへと進む。

必要書類を添付して
提出しよう
印刷した申告書に、源泉徴収票・生命
保険料証明書・医療費領収書など必要
書類を貼付して押印すると確定申告書
の完成です。税務署または市役所税務

課に提出しましょう（郵送可）。

納税が必要
な場合は？

①

②

c

A b
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「
七
草
が
ゆ
を
食
べ
な
が
ら
七
草
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

「
星
空
観
察
会
」

１
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

冬
の
澄
み
き
っ
た
星
空
を
観
察
し
ま
す
。

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
（
参
加
費

２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

「
ツ
ル
性
植
物
作
品
展
」

１
月
28
日(

日)

ま
で　

午
前
９
時
〜　

ツ
ル
工
芸
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

  

問　

☎
74
‐
０
２
２
５

春
日

公

民

館

スポーツクラブ２１吉見

元気の出る村づくり

市
島
地
域

５
月
29
日　

五
台
山
祭
り

　

大
人
も
子
ど
も
も
参
加
し
て
、
氷
上
地

域
北
小
学
校
区
の
方
々
と
交
流
を
行
い
な

が
ら
、
大
人
３
７
０
人
、
子
ど
も
94
人
が

五
台
山
山
頂
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
兵
庫
50

山
に
も
選
ば
れ
た
五
台
山
を
中
心
に
北
か

ら
親
不
知
、
五
台
山
、
鷹
取
山
、
愛
宕
山
、

五
大
山
と
続
く
峰
の
最
高
峰
が
五
台
山
で

す
。
毎
年
、
氷
上
地
域
と
の
交
流
事
業
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
校
区

事
業
に
も
取
り
入
れ
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
で
は
出
身
校
の
校
歌
で
エ
ー
ル
を

交
換
し
た
り
、
大
声
大
会
を
し
た
り
、
相

互
の
里
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
お
互
い
を
認
め

合
う
心
を
育
み
、
地
域
の
人
た
ち
と
お
弁
当

を
広
げ
楽
し
い
会
話
の
中
か
ら
社
会
性
も
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
は

山
頂
広
場
を
み
ん
な
で
掃
除
を
し
、
来
年
も

こ
の
場
所
で
会
う
約
束
を
し
て
下
山
し
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
」

○
地
域
で
見
つ
け
る

○
地
域
に
学
ぶ

○
地
域
で
楽
し
む

○
地
域
を
創
る

を
、
大
人
も
子
ど
も
も
理
解
し
つ
ち
か
わ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

世
代
を
超
え
て
ふ
れ
あ
い

　

「
孫
と
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る　

こ
ん
な
楽
し

い
こ
と
な
い
ね
」

　

過
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
で
の
会

話
で
す
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地

域
住
民
の
心
身
の
健
康
増
進
と
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
任
意
会
員
制
で
し
た
が
、
現
在
は
全

世
帯
が
会
員
に
な
り
、
世
代
間
交
流
の
イ
ベ
ン

ト
部
（
囲
碁
ボ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）

と
定
期
活
動
の
ク
ラ
ブ
部
（
フ
ッ
ト
サ
ル
、
卓

球
な
ど
）
に
、
３
世
代
が
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
弱
体
化
や

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
の
課
題
に
、
会
員
同
士

の
連
帯
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
会
員
の
連
帯
意

識
を
高
め
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊スポーツクラブだより＊

こんなことやってま
す

＊生き方を育む校区事業＊＊

こんなことやって
ま

す

２
０
０
７
年
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」。
１
年
間
の
健
康

を
願
い
、
年
の
は
じ
ま
り
を
快
く
走
り
ま
し
ょ
う
。

◇
と　

き　

１
月
１
日
（
月
）
受
付　

午
前
10

時
〜　

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
30
分

◇
集
合
場
所　

柏
原
公
民
館

◇
コ
ー
ス　

丹
波
の
森
公
苑
周
回
コ
ー
ス
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
１
周
約
１
㎞
コ
ー
ス
）

◇
主　

催　

柏
原
体
育
振
興
会

◇
そ
の
他　

雨
天
・
コ
ー
ス
の
状
況
不
良
な
ど

に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
立
青
垣
総
合
運
動
公
園
「
温
水

プ
ー
ル
」
の
利
用
開
始
に
つ
い
て

　

市
立
青
垣
総
合
運
動
公
園
「
温
水
プ
ー
ル
」

の
利
用
開
始
日
は
、
１
月
８
日
（
月
）
で
す
。

﹇
施
設
催
し
物]

「
糸
紡
ぎ
教
室
」

１
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

丹
波
布
伝
承
館　

「
七
草
が
ゆ
を
囲
む
会
」

１
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

  

問　

☎
72
‐
２
５
５
２

柏
原

公

民

館

  

問　

☎
87
‐
０
３
６
３

青
垣

公

民

館

［会期］
前期１月４日(木) ～ 16日（火）

後期１月19日(金) ～ 31日（水） 

午前10時～午後５時（入館は午

後４時30分まで）

入場料無料

［会場］市立植野記念美術館

［休館日］　月曜日

［展示内容］入賞作品４点と入

選作品を２回に 分けて27点ず

つ展示します。

 教育委員会社会教育課

　  芸術文化係☎ 72‐０３３５

第
１
回　

丹
波
市
展

丹
波
市
春
日
局
の
里
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
募
集

　

氷
上
高
等
学
校
周
辺
コ
ー
ス
で
、
第
31
回

丹
波
市
春
日
局
の
里
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
と　

き　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
受
付
開
始
、
午
前
９
時
開
会
（
雨
天
決
行
）

◇
と
こ
ろ　

県
立
氷
上
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
競
技
種
目　

10
㎞
の
部
、
５
㎞
の
部
、
３

㎞
の
部
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
（
２
㎞
）、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
部

◇
参
加
料　

高
校
生　

千
円
、
一
般　

２
千

円
（
中
学
生
以
下
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
部
は
無
料
）

◇
申
込
締
切　

２
月
11
日(

日)

新
春
書
道
展

書
道
サ
ー
ク
ル
、
小
・
中
学
生
、
養
護
学
校

生
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◇
と　

き　

２
月
３
日
（
土
）
〜
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ　

市
立
春
日
文
化
ホ
ー
ル

席
書
大
会

　　

日
ご
ろ
磨
い
た
腕
前
を
披
露
で
き
る
機
会

で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と　

き　

２
月
３
日(

土)

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

春
日
公
民
館

◇
参
加
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

◇
受
付
期
間　

１
月
16
日
（
火
）
〜
23
日
（
火
）

生
活
創
造
講
座
受
講
生
募
集

﹇
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
講
座
﹈

　　

素
敵
な
生
活
は
、「
健
康
で
美
し
い
」か
ら
…
。

今
、
人
気
沸
騰
の
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
と
ピ
ラ
テ
ィ

ス
で
体
の
中
か
ら
美
し
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

◇
と　

き　

１
月
12
日
〜
３
月
16
日　
（
毎
週

金
曜
日
・
全
10
回
）
午
後
８
時
〜
９
時

◇
と
こ
ろ　

山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室
、

後
半
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
料　

１
か
月　

千
円

◇
講　

師　

松
下
千
鶴
先
生

◇
代　

表　

川
口　

恵
さ
ん

◇
申
込
受
付　

１
月
４
日
（
木
）
〜

第
20
回
記
念
丹
波
市
・
三
ツ
塚

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

　　

新
緑
の
丹
波
路
を
走
る
第
20
回
の
記
念
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と　

き　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　

（
午
前
７
時
30
分
受
付
開
始)

◇
と
こ
ろ　

市
立
三
ツ
塚
史
跡
公
園

◇
競
技
種
目　
﹇
10
㎞
の
部
﹈
一
般(

高
校
生

以
上)

﹇
５
㎞
の
部
﹈
一
般(

高
校
生
以
上)

・

中
学
生
男
子
﹇
３
㎞
の
部
﹈
一
般
（
高
校
生

以
上
）・
中
学
生
・
小
学
生(

４
年
生
以
上)

﹇
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
﹈
制
限
な
し
（
小
学
２
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◇
参
加
料　
﹇
10
㎞
・
５
㎞
・
３
㎞
の
部
﹈

一
般
３
，
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
，

０
０
０
円

﹇
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
﹈
５
０
０
円

◇
申
込
締
切　

３
月
31
日
（
土
）
当
日
消
印
有
効

◇
申
込
方
法　

市
役
所
、
春
日
庁
舎
、
各
支
所
、

各
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
申
込
要
項
を
ご

覧
の
上
、
郵
便
振
替
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

  

問　

☎
77
‐
０
３
１
０

山
南

公

民

館

  

問　

☎
85
‐
３
０
３
０

市
島

公

民

館

１月４日から
植野記念美術館で開催

問

��　　　　������������ ������������　　　　��



一般書

「旅する巨人宮本常一」
読売新聞西部本社編

生涯のうち４千日以上を民俗調査に充て、
３千を超える地域を訪ね、あらゆるもの
にレンズを向けてきた宮本常一。彼が記
録した写真のうち７７点から、激しく変
貌した日本の「いま」を描いている。                  
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はじめての方もぜひ、いちど図書館へ・・・　　　　児童書

「小さなスプーンおばさん」
アルフ＝プリョイセン作　大塚勇三訳　

学習研究社

目がさめたら、スプーンくらいに小さく
なってしまったおばさんは、困難なこと
をゆかいな方法でなんなくきりぬけてい
きます。

「スプーンおばさんのぼうけん」・「スプー
ンおばさんのゆかいな旅」に続きます。
ものがたり（小学中学年から）

［柏原子育て学習センター］
◇１３日（土）午前１０時～
親子体操／崇広小体育館
◇２７日（土）午後２時３０分～
子育てすくすく相談
◇２８日（日）午前１０時～
お父さん出番ですよパート２「手打ちう
どんに挑戦！」／木の根センター

「氷上子育て学習センター」
◇１２日（金）午前１０時～

�����������

����������

つくってあそぼう（手作りおもちゃ）
◇１７日（水）午前１０時～
お正月あそびがやってきた
◇３１日（水）午前１０時～
ちょっと早い鬼退治！

「青垣子育て学習センター」
◇１７日（水）午前１０時～
お正月遊び
◇１９日（金）午前１０時～
のびのびカフェ
◇３１日（水）午前１０時～
ベビー・キッズサロン

「春日子育て学習センター」
◇１３日（土）午後１時３０分～
相談会
◇１７日（水）午後１時３０分～
個別相談会
◇１８日（木）午前１０時～

３Ｂ体操
「山南子育て学習センター」

◇１２日（金）午後１時３０分～
個別相談
◇１８日（木）午前１０時～
お正月を遊ぼう、食べよう／やまなみ
ホール
◇２５日（木）午前１０時～
ひよこクラス　ひよこのお正月／集会
室

「市島子育て学習センター」
◇１９日（金）午前１０時～
わかば教室　お正月遊び会／ライフピ
アいちじま

※会場表示がないものは、各子育て学
習センターが会場となります。

１月のイベントカレンダー　
子育て学習センター

　　[ 子育て学習センター連絡先 ]　　
　　柏原　☎７２－４７４７
　　氷上　☎８２－１００１（代表）
　　青垣　☎８７－１９１９
　　春日　☎７４－３０４０
　　山南　☎７７－３１６０
　　市島　☎８５－３０３０（代表）

「うさぎ村○○ちゃーんお家はどこですか？」かわいい郵
便やさんがお手紙を配達しています。今日の親子ふれあ
い教室のテーマはお手紙ごっこです。まず「お手紙ぶー
ちゃん」の人形劇を見ました。ぶーちゃんが大好きなと
ん子ちゃんにお手紙を出すお話です。今度は実際に自分
達がお手紙ごっこをします。はがきを書いて切手を貼っ
てポストに入れます。仕上げは本物の手紙を書いて本物
のポストに出しました。きっと手紙が届くのを心待ちし
たことでしょう。電話やメールでいつでも話ができる時
代ですが、ワクワクしながら待つことの心地よさなど、
手紙の魅力を体験できたことでしょう。子どもから手紙
をもらったお父さんが「お母さんは子どもといっしょに
こんな体験ができてうらやましい…」と涙ぐんでお母さ
んに話されたという報告もありました。次はみんなから
のお話のお手紙を待っています。

｢ お知らせ ｣
◇よくわかる楽しい古典文学講座を開催し
ます。開催日は、１月２４日（水）と２月
２１日（水）の午後１時３０分から。講師
は芹生公男さん。定員３０人。参加費無料。
お申し込みは中央図書館まで。
◇１月３１日（水）は図書整理のため市内
全図書館が休館します。
◇１２月１５日から２８日の期間は、貸出
冊数を１人８冊とします。
みなさまのご利用をお待ちしています。
☆井上妙子様（氷上町横田）から図書券を
寄贈いただきました。ありがとうございま
した。

｢ 中央図書館 ｣
◇６日（土）午前１０時３０分～
冬休みお楽しみ会
◇１６日（火）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）
◇２０日（土）午前１１時～
おはなし会（小学生向け）
◇２４日（水）午後１時３０分～
古典文学講座古典文学へのいざない

（第１回　平家物語灌頂巻）
◇２７日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）

「柏原図書館」
◇２０日（土）午後２時～
おはなし会（幼稚園から小学生低学年
向け）
◇２７日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）

「青垣図書館」
◇２０日（土）午前１１時～
おはなし会（幼児から小学生向け）

「山南図書館」
◇１０日（水）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）
◇１３日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼稚園から小学校低学年
向け）
◇２０日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼稚園から小学校低学年
向け）
◇２１日（日）午前１０時３０分～
きりがみあそび ( 幼稚園から小学生の
親子 )

「市島図書館」
◇１４日（日）午前１０時３０分～
おはなし会 ( 幼児向け )
◇２１日（日）午前１０時３０分～
おはなし会（幼稚園から小学生低学年
向け）
◇２８日（日）午前１０時３０分～
おはなし会（小学生向け）
※会場はすべて各図書館です。

１月のお知らせとイベントカレンダー　図　書　館
　　　　［市立図書館連絡先］
  　　中央　☎８２－７１００
  　　柏原　☎７２－２５５２
  　　青垣　☎８７－１１１１
  　　春日　☎７４－０２２５
  　　山南　☎７７－０３１０
  　　市島　☎８５－３０３０　

♪おすすめの１冊

������������　　　　����　　　　������������

第
一
回
丹
波
市
青
少
年
の
主
張
大
会

 　

市
内
の
小
中
高
生
お
よ
び
一
般
（
15
歳
以

上
19
歳
未
満
）
を
対
象
と
し
た
「
丹
波
市
青

少
年
の
主
張
大
会
」
を
、
12
月
９
日
（
土
）

春
日
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
保

護
者
や
関
係
者
ら
約
４
５
０
人
が
見
守
る

中
、
書
類
審
査
で
選
ば
れ
た
10
人
の
子
ど
も

た
ち
が
、
将
来
の
夢
や
学
校
生
活
の
中
で
感

じ
て
い
る
こ
と
、
大
人
た
ち
に
訴
え
た
い
こ

と
な
ど
を
い
き
い
き
と
発
表
。
最
優
秀
賞
に

は
、
市
立
小
川
小
６
年
の
広
瀬
友
衣
奈
さ
ん

の
「
わ
た
し
の
夢
」
が
選
ば
れ
、
次
の
方
々

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

﹇
優
秀
賞
﹈
横
井
美
咲
（
佐
治
小
）
黒
田
沙

綾
（
山
南
中
）
足
立
明
日
香
（
氷
上
西
高
）

﹇
佳
作
﹈
松
枝
沙
耶
加
（
前
山
小
）
永
井
善
紀

（
吉
見
小
）
小
畠
尚
子
（
和
田
中
）
原
田
卓
（
市

島
中
）
青
山
翔
太
（
柏
原
高
）
竹
内
絵
里
（
氷

上
高
）

������������

最優秀作品を次号に掲載予定
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お手紙ごっこで
パパに
お手紙だしたよ

��������
����������
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　☎８２－５９４５　http://www.city.tamba.hyogo.jp/edu/ueno/

丹波市立　植野記念美術館　　丹波市氷上町西中６１５－４ 開館時間 / 午前 10 時から午後 5 時（月曜日休館）
入  館  料 / 大人 300 円、学生 200 円、小･中学生 100 円
　　　　   （ココロンカード利用可、20 名以上団体割引）

���������

｢ 青垣日本画特別展 ｣ のご案内

４０才以下の日本画家を
対象に、昭和６１年から
はじまった全国公募「青
垣日本画展」。その第１
回から１９回までの大
賞・優秀賞３６点を展示
します。

会期　１月４日（木）～２月１８日（日）

１２月３日 、マリー・ロー
ランサン展を記念して、シャ
ンソンライヴを開催しまし
た。本物の音につつまれ、
館内は、音楽ホールさなが
ら、心に残るあたたかいひ
とときを過ごしました。

シャンソンライヴを開催

歌 / 奥田佳子  　ピアノ / 田村　綾第１回大賞「早春」堀井利香

「パリの風ただよう、やさしい癒しのひと時を…」
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　歯を失う二大疾患のひとつ歯周病。その歯周病
を火事に例えると火元はお口の中のプラーク ( 細
菌 ) です。火元の消火作業 ( プラークコントロー
ル ) が必要なのはいうまでもありません。
　一方、火に油を注ぐような火事の勢いを強める
ものに、全身の病気や遺伝、生活習慣があります。
今回は歯周病の進行を後押しする危険因子 ( リス
クファクター ) のお話です。
①　遺伝　　
両親どちらかの歯ぐきが弱いと家系的に歯周病に
なりやすい素質を持っている場合があります。
②　喫煙　
ニコチンの作用により歯ぐきに栄養がいきわたり
にくくなったり細菌に対する免疫力が落ちてしま
います。　
③　薬の副作用

丹波市歯科医師会 から市民のみなさまへのメッセージ

特定の薬 ( 高血圧・てんかん ) のなかには歯ぐき
をふくらませる ( 増殖 ) 場合があります。　　
④　糖尿病
血糖値の高い状態が続くと細菌の感染に対して
抵抗力が低下します。
⑤　性ホルモン
ホルモンのバランスが崩れやすい思春期や妊娠
時に歯ぐきの炎症が強くなることがあります。　
⑥　習癖（しゅうへき）
夜間の歯ぎしりやくいしばりは長時間歯ぐきに
ダメージをかけます。また口呼吸は口の中が乾
き、汚れがたまりやすくなったり、唾液の持つ免
疫力を弱めます。
　
　歯周病にこのようなリスクファクターが関係
している場合には、可能な限り取り除くことが歯
周病の改善につながります。ただし、遺伝という
のは自分の力ではどうにもなりません。しかし自
分が丈夫だと慢心するよりも、自分には病気の素
質があるのかもしれないと意識して健康づくり
に取り組むことが大切です。
　次回は、歯周病が全身に及ぼす影響についてお
話しします。

アンチエイジング～その４～

歯周病のリスクファクター

　

健
康
た
ん
ば
21
「
栄
養
・
食
生
活
」
で
は
「
健
や
か

な
生
活
リ
ズ
ム
は
食
事
か
ら
」
と
“

朝
ご
は
ん
を
食
べ

よ
う
”

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
朝
ご
は
ん

を
も
う
一
度
見
直
し
、
そ
の
大
切
さ
を
推
奨
し
よ
う
と

今
回
、「
み
ん
な
で
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

標
語
部
門
89
点
、
レ
シ
ピ
部
門
42
点
、
食
卓
の
風
景

の
絵
の
部
門

172
点
、
計

303
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
審

査
の
結
果
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
標
語
部
門

〈
大
人
の
部
〉　

最
優
秀
賞　

足
立
有
希　

『
朝
ご
は
ん　

笑
顔
と
会
話　

ふ
り
か
け
て
』

優  

秀  

賞　

足
立　

進　

和
田
祐
太
郎　

荻
野
雄
一
郎　

村
岡
孝
司　
　
　
　

〈
子
ど
も
の
部
〉

最
優
秀
賞　

川
下
真
由

『
い
た
だ
き
ま
す　

元
気
の
も
と
は　

朝
ご
は
ん
』

優  

秀  

賞　

谷
口　

実
紗　

２
．
レ
シ
ピ
部
門

〈
Ａ
元
気
が
で
る
朝
ご
は
ん
〉

最
優
秀
賞　

武
田
と
き
子

優  

秀  

賞　

田
中
洋
子
、
大
槻
悦
子
、
蘆
田
ひ
と
み

〈
Ｂ
楽
ら
く
ス
ピ
ー
ド
朝
ご
は
ん
〉

最
優
秀
賞　

德
田
三
枝
子

優  

秀  

賞　

大
槻
美
紀
子　

安
田
惠
子
、
南　

頼
子

３
．
食
卓
の
風
景
の
絵
部
門

最
優
秀
賞　

川
下
真
由

優  

秀  

賞　

的
場
里
緒
、
松
本
真
奈
、

　
　
　
　

    

中
道
里
南
、
小
玉
朱
里
、

　
　
　
　
　

永
井
美
帆

“みんなで朝ごはんを食べようコンテスト”

������������������

〈元気がでる朝ごはん部門〉
［Menu］小松菜飯、いり卵

としいたけのごま焼き、わ
かめの酢の物、納豆入り牛
乳汁

最優秀賞　足立有希さん

〈食卓の風景の絵部門〉

〈楽らくスピード朝ごはん部門〉
［Menu］たまご雑炊、小松菜

のお浸し

＊各部門最優秀作品＊
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年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

「
現
況
届
」
の
提
出
が

不
要
に
な
り
ま
す

�
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
受
給
者
の
み

な
さ
ん
に
は
、
毎
年
誕
生
月
に
『
現

況
届
』
を
提
出
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
現
況
確
認
を
行
な

う
た
め
、
12
月
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
か

ら
は
、
原
則
と
し
て
『
現
況
届
』
の
提
出

が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
次
の

①
か
ら
④
に
該
当
す
る
方
は
、
引
き
続
き

『
現
況
届
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①　

社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本
人

基
本
情
報(

氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、住
所)

と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド
を

確
認
で
き
な
い
方(

住
民
票
コ
ー
ド
を
確

認
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す)

。

②　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
に
参
加
し
て
い
な
い
市
町
村
に
お
住

ま
い
の
方
。

③　

外
国
籍(

外
国
人
登
録)

の
方

④　

外
国
に
お
住
ま
い
の
方

�
ら
に
、
加
給
年
金
額
対
象
者
の
生
計

維
持
確
認
や
障
害
の
程
度
を
確
認
す

る
た
め
の
診
断
書
の
提
出
は
引
き
続
き
必

要
で
す
。

�
た
、
加
給
年
金
額
を
う
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
生
計
維
持
の
確
認
が
必

要
な
方
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
す
る

『
生
計
維
持
確
認
届
』
の
提
出
が
必
要
で

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
加
給
年
金
額

の
み
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

�
お
、
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た

め
医
師
に
よ
る
診
断
書
が
必
要
な

方
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
す
る
『
診

断
書
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
が
な

い
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

�
齢
年
金
な
ど(

老
齢
ま
た
は
退
職

を
支
給
事
由
と
す
る
年
金)

に
は
、

所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税

が
か
か
り
ま
す(

障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん)

。
所
得
税
に
は
、

納
税
者
の
税
を
負
担
す
る
能
力
に
応
じ
た

課
税
を
行
う
た
め
に
、
各
種
の
控
除
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
公
的
年
金
等
に
係
る
源
泉
徴

収
の
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
「
公
的
年
金
等

の
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書(

ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
の
も
の
。
以
下
、「
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
と
い
い
ま
す)

を
、
社
会
保
険

２
０ 歳 に

な

っ
た

ら 国 民 年
金

庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、
毎
年
10
月
下

旬
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
対

象
と
な
る
年
金
受
給
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

提
出
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
速
や
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
扶
養
親
族
等
申

告
書
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
届

い
て
い
な
い
方
や
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
西

宮
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
養
親
族
等
申
告
書
は
、
所
得
税
の
控

除
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
届
書
で

す
。
申
告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
控
除

申
告
が
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊お問い合わせ先＊

ねんきんダイヤル　　　　　

☎０５７０‐０７‐１１６５

西宮社会保険事務所 ( 代 )

☎０７９８‐３３‐１２８５
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  特設人権相談所

１月　９日 ( 火 ) 柏原人権啓発センター
１月１１日 ( 木 ) 氷上健康福祉センター
１月１６日 ( 火 ) ハートフルかすが
１月１８日 ( 木 ) 福祉センターさんなん荘　
１月２３日 ( 火 ) さわさぎ館
１月２５日 ( 木 ) 市島住民センター　　

［相談時間］午後１時 30 分～４時

ひとりで悩まず、電話してください
「女性の人権ホットライン」

ナビダイヤル、ゼロナナゼロのハートライン

 ☎０５７０‐０７０‐８１０
「子どもの人権１１０番」

ナビダイヤル、ぜろななぜろのひゃくとおばん

 ☎０５７０‐０７０‐１１０
［相談時間］平日午前８時 30 分～午後５時

 市役所 人権啓発センター  ☎８２- ０２４２ 

ご存じですか？検察審査会
交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害にあい、
警察や検察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴
してくれない。このような不満をお持ちの方は検察
審査会にご相談ください。相談や申立てについての
費用は一切無料で秘密は固く守られます。検察審査
会では、選挙権を有する一般国民の中から「くじ」
で選ばれた 11 人の審査員が、検察官が事件をきそし

なかったことのよしあしを審査します。
柏原検察審査会事務局（神戸地方裁判所柏原支部内  
☎ 72 ―０１５５）

    無料登記法律相談会

◇土地家屋調査士による土地建物の表示登記に関する
相談

［相談内容］建物の新築・増築・滅失の際の登記、土
地の分筆・合筆の登記、土地地目変更の登記、境界の
調査・測量などの相談。
◇司法書士による権利登記、商業法人登記、各種裁判
手続きなどに関する相談

［相談内容］土地家屋等の売買、相続、担保権などの
権利に関する登記、遺言、高齢者の財産管理、成年後
見制度、多重債務および破産手続きなど各種相談。

［と　き］１月１８日（木）午前９時～正午
［ところ］山南住民センター　学習室Ｂ
［共　催］県司法書士会柏原支部・県土地家屋調査士

会但馬支部
※予約不要。当日直接会場にお越しください。

 卯野事務所  ☎８２- ４８４０ 

　行政相談

１月　９日（火）市役所第１相談室
１月１６日（火）ハートフルかすが
１月１７日（水）柏原木の根センター
１月１９日（金）福祉センターさんなん荘
１月２３日（火）さわさぎ館
１月２５日（木）市島住民センター

［相談時間］午後１時３０分～
 市役所 総務課  ☎８２- １００２ 

　1 月の相談
�

�

�
�
�
�
�

事業系ごみ

事業活動に伴って
発 生 す る ご み で、
処理責任は事業者
自身にあります。

①

事業所から出るごみの取り扱いについて
事業者のみなさんへ

問

↓ ↓

�

�

�
�
�
�
�

問

県立柏原病院からのお知らせ

柏原病院では、小児科・外科・整形外科・脳神経外科・
産婦人科などの診療科において従来どおりの診療体
制をとり、安全で質の高い医療を提供しています。
しかし、全国的な勤務医不足の中、内科医が減少し、
当面の間診療の一部を縮小せざるを得ない状況にあ
ります。今後は、内科医師の増員により診療体制の
充実を図るとともに、必要な施設や設備を充実し、
診療機能の更なる高度化を図っていきます。今後も
丹波地域の中核病院として、地域住民のみなさまの
医療ニーズに的確に応えてまいりますので、ご理解
ご支援いただきますようお願い申し上げます。
◇外来診療体制

◇救急医療体制
内科救急患者の受け入れは、原則、丹波地域の病院
間で決められた当院の当番日とさせていただいてい
ます。内科以外の診療科は変更ありません。

月 火 水 木 金

内 科 外 来
予 約・
予 約 外

予 約
の み

予 約・
予 約 外

予 約
の み

予 約・
予 約 外

皮 膚 科 外 来 １ ０ 月 か ら 休 診（ 当 分 の 間 ）

上 記 以 外 の
診 療 科 変　更　な　し

◇外来診察に関する詳細は、ホームページ [http://
www.kaibara‐hp.jp/] をご覧ください。
診察に関するお問い合わせは、県立柏原病院  ☎
７２‐０５２４までお問い合わせください。

＊　＊　＊

兵庫医科大学兵庫県推薦入学生を
募集します

兵庫県では、へき地に勤務する医師を確保するため、

昨年度から兵庫県推薦入学制度を実施しています。

大学から入学金や授業料などが貸与され、卒業後、

医師として９年間県が指定するへき地の病院や診療

所などに勤務すると、貸与を受けた修学資金の返還

が免除されます。

◇募集人数　３人

◇出願受付期間　１２月２２日 ( 金 ) ～１月１９日 ( 金 )

（必着）※郵送の場合は１月１８日（木）消印有効

◇選考方法　兵庫県推薦入学制度による入学希望者の

うち、兵庫医科大学１次試験（一般入学試験に限る）

の合格者を対象に実施し、県の選考試験および兵庫医

科大学２次試験の合格者が推薦入学生となります。

（参考）兵庫医科大学入学金 200 万円、授業料（年間）250 万円、実

験実習費・施設設備費・教育充実費（６年間合計）2,180 万円　総

額 3,880 万円

兵庫県健康生活部健康局医務課医療政策係  

　    ☎０７８‐３４１‐7 ７１１（内線３２５６）

地域
医療

市では
地域医療の再構築に向けて
緊急対策会議を設置し
検討を重ねています

問

地域
医療

問

問

１
．
事
業
系
ご
み
の
種
類

 　
「
事
業
系
ご
み
」
は
大
き
く
分
け
て
産
業
廃
棄
物
と
事
業
系
一
般
廃

棄
物
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
の
産
業
廃
棄
物
と
は
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
廃
棄
物

で
、
法
令
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
の
廃
棄
物
は
、

事
業
者
の
責
任
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
で
適
正
に
処
理

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

﹇
す
べ
て
の
業
種
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
﹈

　

燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

ゴ
ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
お
よ

び
陶
磁
器
く
ず
、
鉱
さ
い

﹇
限
定
さ
れ
た
業
種
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
﹈

　

紙
く
ず
（
建
設
業
、
パ
ル
プ
紙
な
ど
の
製
造
業
、
出
版
業
、
製
本
業
、

印
刷
物
加
工
業
等
）、
木
く
ず
（
建
設
業
、
木
材
木
製
品
製
造
業
、
パ

ル
プ
製
造
業
な
ど
）、
繊
維
く
ず
（
建
設
業
、
繊
維
工
業
な
ど
）、
動

物
性
残
さ
、
動
物
の
ふ
ん
尿
、
動
物
の
死
体

﹇
発
生
す
る
施
設
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
﹈

ば
い
じ
ん
（
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
な
ど
）、
建
設
廃
材
（
工
作
物
除

去
に
伴
っ
て
生
じ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
類
）

﹇
そ
の
他
﹈

産
業
廃
棄
物
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の

②
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃

棄
物
の
う
ち
①
の
産
業
廃
棄
物
に
該
当
し
な
い
次
の
よ
う
な

も
の
が
該
当
し
ま
す
。

　

事
務
所
か
ら
出
る
生
ご
み
、
紙
ご
み
が
中
心
で
す
。
便
宜
上
、
従

業
員
の
方
な
ど
が
事
務
所
で
飲
用
し
て
生
じ
る
缶
や
び
ん
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
少
量
の
場
合
も
認
め
て
い
ま
す
が
、
市
の
施
設
は
一
般

廃
棄
物
を
処
理
す
る
施
設
の
た
め
、
市
の
分
別
基
準
が
守
れ
な
い
場

合
や
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
は
、
産
業
廃
棄
物

の
ル
ー
ト
で
処
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
．
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理

　

従
来
の
「
事
業
者
自
ら
が
市
の
施
設
へ
搬
入
す
る
」、「
事
業
者
が

自
ら
の
ル
ー
ト
で
処
理
す
る
」
に
加
え
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
事

業
者
が
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
業
者
に
依
頼
し
、
市
の
施

設
へ
搬
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
許
可
業
者
に
つ
い
て
は
、
予

定
業
者
が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

３
．
事
業
者
の
責
務

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
市
の
施
設
の
処
理
能
力
に
支

障
が
な
い
限
り
処
理
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
は
、
産
業
廃
棄
物
・
事
業
系
一

般
廃
棄
物
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
処
理
責
任
は
事
業
者
自
身
に
あ
る

こ
と
を
自
覚
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
処
理
に
係
る
事
業
者
の
役
割
は
、
第
一
にR

e
d

u
ce

(

リ
デ
ュ

ー
ス)

：
ご
み
の
減
量
に
努
め
る
こ
と
。
第
二
にR

e
u

se
(

リ
ユ
ー
ス

)

：
本
来
の
使
用
目
的
を
達
成
し
、
ご
み
と
な
る
も
の
を
再
使
用
す

る
工
夫
に
努
め
る
こ
と
。
第
三
にR

e
cycle

(

リ
サ
イ
ク
ル)

：
処
分

に
あ
た
っ
て
で
き
る
限
り
再
生
利
用
の
方
法
を
探
る
こ
と
。
そ
し
て

最
終
段
階
と
し
て
、
自
家
処
理
や
自
主
ル
ー
ト
、
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
や
市
の
施
設
な
ど
で
適
正
に
処
理
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
経
済
活
動
の
回
復
に
伴
い
廃
棄
物
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
さ
ら
に
大
き
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
事
業
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

②

産
業
廃
棄
物

 

事
業
系
一
般
廃
棄
物
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　　　　乳幼児健診を
　　　　受診しましょう

乳幼児の健診は、母子保健法という法律で定められ
ています。市内 3 会場（柏原・氷上・春日）で実施
しており、対象の乳幼児にはご案内を送付しますの
で、受診しましょう。（健康カレンダーをご参照くだ
さい。）

4 か月児健診
4 か月児になると動きが活発になり、体重も出生時
の 2 倍近くになります。首がすわり、目で物を追う
など運動面での発達がめざましくなってきます。健
診では、医師・保健師・栄養士がお子さんの発達を
見ながら、保護者の方々の相談に応じます。今後は、
離乳食もはじまりますので、授乳や離乳食などにつ
いても気軽にご相談ください。

1 歳 6 か月児健診
この時期は、ひとりで歩く、意味のある言葉が 3 語
以上話せる、指さしをするなど、知的・情緒面での
発達が著しく、個人差はありますが、だだこねや
いいもの探しの探検（探索行動）が一段と激しくな

る時期でもあります。これも成長段階のひとつとし
て喜び、育児に自信をもってほしいものです。また、
内科や歯科など医師による診察、保健師、栄養士、
歯科衛生士など専門職による個別の相談を実施しま
すので気軽にご相談ください。

3 歳児健診
平成１８年度から３歳児健診は３歳６ヵ月頃の方を
対象にご案内しています。それは視覚や聴覚の確認
をする上で適切な時期と思われるためです。3 歳児
となると親との遊びだけでなく親から離れて友達と
遊ぶようになってきます。短いですが内容のつなが
る話しも可能になり、運動面では、足を交互に出し
て階段を上がれるようになります。第 1 反抗期を迎
え、好き嫌い、自己主張などもはっきりしてくるた
め保護者の子育てに対する不安が増す時期でもある
と思います。また、3 歳児は、虫歯がある子が急激
に増えてくる時期でもあります。

内科診察、歯科診察など医師による診察、栄養士、
保健師、歯科衛生士など専門職による個別の相談を
実施していますので気軽にご相談ください。

氷上保健センター内　健康課  ☎８２－４５６７

医
療
費
を
大
切
に

　

医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
医

療
費
が
増
え
る
と
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
圧

迫
し
、
国
民
健
康
保
険
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
維
持
に
つ
と
め
、
定
期

的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
な
ど
病
気
の
早
期
発

見･

早
期
治
療
を
心
が
け
、
医
療
費
を
節
約
し
ま

し
ょ
う
。

領
収
書
か
ら
見
る
医
療
費

　

医
療
機
関
の
領
収
書
に
医
療
点
数
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
数
１
点
が
10
円
で
す
。

国
保
か
ら
の
医
療
費
通
知
（
ハ
ガ
キ
）
は
今
年

度
か
ら
お
届
け
し
て
い
ま
せ
ん
。
個
人
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
ま
す
と
、
医
療
費
通
知
と

同
じ
内
容
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を

助
成
し
ま
す

　　

丹
波
市
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
国
民
健
康
保

険
か
ら
１
万
円
（
胃
部
検
査
を
除
い
た
場
合
は

８
千
円
）
の
助
成
を
し
ま
す
。
医
療
機
関
で
の

申
し
込
み
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
受
診
日
ま
で
に

助
成
の
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者
証
・
印

鑑◇人間ドック指定医療機関

　医療点数×１０円＝あなたが使った総医療費

（例　９２０点×１０円＝９，２００円）
総医療費－支払額のうち医療点数該当分＝国保の負担額
注）支払額は、食事代・部屋代・容器代・書類代などを
のぞきます。

（例　９，２００円－２，７６０円＝６，４４０円）

健康たんば２１
ヘルシークッキング教室
参加者募集

今年、町ぐるみ健診を受診された６５歳までの方の
うち、BMI 値が２２以上で、最大血圧が 130mmHg
以上か最小血圧が 85mmHg 以上の方は、食生活を
はじめとする「生活習慣」の見直しが必要です。ま
ずは、「料理」にスポットをあてて、日本の食生活
の良さを再確認し、丹波の自然の恵みや旬の食材を
生かした食事が実践できるよう学習します。自分の
からだにあった食事量や調理法を学び、毎日の生活
に活かしてみませんか。
◇と　き　　①２月７日（水）　　②３月７日（水）
　　　　　　どちらも午前９時３０分～午後１時
◇ところ　　氷上保健センター
◇内　容　　①講話「自分の適正体重を知り、１日
の食事量を知る」　調理実習「食事のバランスを理
解しよう」
②講話「生活習慣病を予防するためのコツを知ろう」

�����
調理実習「旬の食材を使って生活習慣病予防」
◇参加費　　一人５００円 / 回（調理実習費）
◇持ち物　　筆記具、健診結果、エプロン、三角巾、
タオル
◇定　員　　２０人
◇申込締切　１月３０日（火）
◇申込先　　氷上保健センター内　健康課
　　　　　　☎８２－４５６７
※２回とも参加できる方が対象です。

知ってますか？
ハートプラスマーク

ハートプラスマークは、身体内部に障害のあること
を示すマークです。『内部障害者・内臓疾患者の暮ら
しについて考えるハート・プラスの会』が作成し、
内部機能障害者への理解を進める活動として取り組
まれています。内部障害者は、外見的には障害者で
あることが分かりにくいため、日常生活において様々
な誤解を受けることがあります。このマークは人を
思いやる心を増やすマークです。みなさんも内部障
害者に対するご理解と思いやりをお願いします。
＊このマークには法的拘束力はありません。

シリーズ　「防ごう！高齢者虐待」②

高齢者虐待対策地域連絡会が

設置されました

問

　
「
高
齢
者
虐
待
防
止
・
養
護
者
支
援

法
」
の
施
行
を
受
け
、
高
齢
者
虐
待

の
防
止
か
ら
虐
待
の
お
そ
れ
の
あ
る

高
齢
者
や
家
族
な
ど
に
対
す
る
多
面

的
な
支
援
を
適
切
に
行
う
た
め
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
自
治
会
、

民
生
委
員
、
警
察
署
、
行
政
な
ど
の

関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
協
力
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
「
高
齢
者
虐

待
対
策
地
域
連
絡
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
市
で
は
高
齢
者
虐
待
防
止

を
地
域
で
進
め
る
中
で
活
用
い
た
だ

く
た
め
の
「
高
齢
者
虐
待
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

★
「
早
期
発
見
・
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」

　

地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
、
虐

待
の
防
止
や
早
期
発
見
、
見
守
り
な

ど
の
機
能
を
担
い
ま
す
。
民
生
委
員

や
自
治
会
、
地
域
住
民
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
高

齢
者
や
家
族
な
ど
と
の
普
段
の
関
わ

り
の
中
で
生
活
の
変
化
を
と
ら
え
、

市
の
相
談
機
関
に
伝
え
ま
す
。

★
「
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
介

入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　

日
常
的
に
高
齢
者
や
家
族
な
ど
と

接
す
る
機
会
が
多
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、

医
療
機
関
な
ど
で
構
成
し
ま
す
。
現

在
発
生
し
て
い
る
高
齢
者
虐
待
事
例

に
対
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
ど
の
よ
う

に
介
入
し
て
い
く
か
を
検
討
し
、
具

体
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
虐
待
の

疑
い
や
危
険
性
の
早
期
発
見
に
も
有

効
で
す
。

★
「
関
係
専
門
機
関
介
入
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」

　

保
健
医
療
福
祉
分
野
の
通
常
の
範

囲
を
超
え
た
専
門
的
な
対
応
が
必
要

と
さ
れ
る
場
合
に
協
力
を
得
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。
特
に
警
察
や
消
防
、

法
律
関
係
者
な
ど
の
専
門
機
関
・
専

門
家
、
精
神
保
健
分
野
の
専
門
機
関

な
ど
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　　

こ
れ
ら
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

連
携
に
よ
り
、
高
齢
者
虐
待
を
防
止

し
た
り
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に

高
齢
者
や
家
族
な
ど
に
対
す
る
適
切

な
支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
困
っ
た
と
き
や
不
安
が
あ
る

と
き
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

春
日
庁
舎
生
活
支
援
課

（
丹
波
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
７
４
‐
０
３
６
８　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

問

問

柏原赤十字病院 柏原地域  ☎ 72-0555

大塚病院 氷上地域  ☎ 82-7534

青垣診療所 青垣地域  ☎ 87-0109

岡本病院 篠山市東吹  
☎ 079-594-1616

兵庫医大篠山病院 篠山市山内町  
☎ 079-552-1181

福知山市民病院 福知山市厚中町  
☎ 0773-22-2101

例の場合では、あなた
が使った総医療費９，２００円のう
ち、加入している国保が６，４４０
円を負担し、残り２，７６０円が個
人の負担額という計算になります。

氷
上
保
健
セ
ン
タ
ー
国
保･

医
療
課

　
　

国
保
年
金
係　

☎
82-

６
６
９
０

�

�

�
�
�
�
�
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問

◇家賃　所得により決定 ( 毎年の申告が必要で所得
区分に応じて変動します )

市では、次のとおり市営住宅の入居者を募集して
います。入居をご希望の方は、所定の申込書に必
要事項を記入の上、必要書類を添えて、春日庁舎
都市住宅課または市役所地域振興課および各支所
までお申し込みください。

市営住宅入居者募集

政令月額（円） 大谷団地
ウリウト

団地
神楽団地

牛 河 内
団地

0 ～ 123,000 27,800 18,400 22,100 20,900
123,001 ～ 153,000 33,700 22,400 26,800 25,300
153,001 ～ 178,000 39,900 26,500 31,700 30,000
178,001 ～ 200,000 46,100 30,500 36,600 34,600

（予定金額：円）

◇敷金　家賃の３か月分　◇入居資格　①政令月
額 200,000 円以内の世帯（ただし、  小学校就学前
の子どもがいる世帯などは 268,000 円以内） ※ 年
間所得－扶養控除等÷１２月＝政令月額／月　②
住宅に困窮されている方③現に同居し、または同
居しようとする親族のある方（２名以上の親族同
居要）④連帯保証人（２名・政令月額 123,000 円
以上で市内在住者）のある方⑤市税などの滞納が
ない方⑥団地および周辺地域で円滑な共同生活を
営むことのできる方⑦申し込み日から３か月以内
に結婚（入籍）予定者がある方（婚約証明書、入
籍後戸籍謄本の提出要）
◇受付期間　1 月５日 ( 金 ) ～ １９日 ( 金 ) 
◇申込方法　住民票（入居しようとする方全員）、
所得証明書（所得がある方全員）、納税証明書（該
当する方全員）などを添えて入居申込書を提出し
てください。
◇入居者の決定　申込者多数の場合は、資格審査
後、抽選により決定します。
◇入居予定時期　平成１９年２月中旬以降
◇その他　別途、光熱水費・共益費負担や自治会
への加入が必要です。また、重複申し込みもでき
ます。なお、市内の県営住宅の申込登録も随時受
け付けています。

春日庁舎 都市住宅課  ☎７４‐２３６４問

大谷団地

氷上町大谷３０５　木
造２階建、３ＤＫ住宅・
下水道・オール電化
平成１５年建築（１戸）
�

ウリウト団地

青垣町沢野９１ー１　
木造２階建、３ＤＫ住
宅・浄化槽　平成３年
建築（１戸）

神楽団地

青垣町桧倉４１４ー 1
木造平屋建、３ＬＤＫ・
浄化槽・オール電化　
平成１５年建築（２戸）

凍結防止剤の散布に
ご協力ください

市道を安全に走行いただくた
め、降雪期には市の委託業者
による幹線市道などの除雪作
業・凍結防止剤散布作業を行
っています。市道での路上駐
車は除雪作業の妨げとなりま
すので、ご協力をお願いしま
す。また、橋などの路面や日陰など凍結が激しい市
道については、凍結防止剤を常備して積雪や凍結に
対する対応を行なっていますが、広範囲に設置して
いるため、市民のみなさまのご協力をいただかなけ
れば散布できない状況です。ご自宅周辺や通勤時な
どに通行される市道で、凍結防止剤が設置されてい
る箇所をご確認いただき、凍結の際には凍結防止剤
を散布いただきますようお願いします。なお、凍結
が予想される前日の夜に散布いただくのも効果があ
ります。

春日庁舎管理課道路保全係  ☎７４－２６５３

公的個人認証サービスの電子証明
書の発行を受けている方へ

電子証明書の有効期限は発効日から３年です。期
限を過ぎると、国税の電子申告などの電子申請・
届出に使用することができません。期限が過ぎて
いる方で今後も電子証明書が必要な方は、更新の
手続きをお願いします。
◇受付場所　市役所市民課または春日庁舎地域振
興課、各支所
◇受付時間　午前９時～午後４時３０分
◇申請に必要なもの　住基カード、本人確認でき
るもの（運転免許証、パスポートなど）、発行手数
料　５００円

市役所市民課 ☎８２－２００２

家屋 ( 建物 ) を取り壊したときは
申告しましょう
　　　　　　　　　　
家屋（建物）の全部または一部を取り壊した場合は、
家屋滅失（取り壊し）届の提出が必要です。
市役所税務課または春日庁舎、各支所で手続きを
お願いします。
◇届出に必要なもの　印鑑（認印可）

市役所税務課資産税係  ☎８２－２００３

牛河内団地

春日町牛河内３７３　
中層耐火３階建、３Ｌ
ＤＫ住宅・下水道　平
成３年建築（３戸）�

農業委員会委員選挙人名簿の
登載申請について

農業委員選挙で投票するためには、毎年「農業委員
会委員選挙人名簿登載申請書」を提出し、選挙人名
簿へ登載することが法律で義務付けられています。
選挙権を有する人が、毎年１月１日現在で農業委員
会を経由して選挙管理委員会へ申請書を提出するこ
とにより、選挙人名簿に登載されます。農会長（各
自治会の役員）を通じて申請用紙を配布しています
ので、実際に耕作されている面積や選挙権を有する
方の氏名などを記入の上、１月５日までに農会長（集
落の役員さん）に提出してください。

春日庁舎農業委員会事務局  ☎７４－１５０４

丹波市アライグマ防除計画を
つくりました

近年、アライグマによる農作物被害や家屋に侵入す
る生活環境被害が増加しています。被害は、春日・
市島地域が特に多いものの、アライグマは市内各地
域で目撃されており、生息域が拡大しつつあります。
市では、アライグマの生息頭数や農作物などへの被
害を減少させるため、「丹波市アライグマ防除計画」
を策定し、市猟友会の協力を得て捕獲を進めます。
アライグマの目撃情報や捕獲に関するお問い合わせ
は、農林振興課までお願いします。
感染を防ぐため　アライグマに
ふれないでください！
国内の野生個体からはアライグマ回虫は検出されて
いませんが、アメリカでは人への感染も報告されて
います。直接アライグマにふれないようにしてくだ
さい。また、アライグマの糞尿などが予想される場
所で泥や砂などにふれた場合は、必ず手洗いを行っ
てください。

［アライグマ］
北アメリカ原産。本来日本には生息していなかったが、1970
年代から愛玩動物として飼育されはじめ、捨てられたり逃げ
出したりして野生化。体長約 40 ～ 60cm　雑食性で動物全般、
果実、野菜、穀類を食べます。タヌキより大型でしま模様の
尾があるのが特徴。夜行性で森林や湿地帯、市街地など多様
な環境に生息し、４月～ 6 月に 4 ～ 5 頭の子どもを産む。可
愛らしいイメージがあるが、気が荒く凶暴。

春日庁舎農林振興課  ☎７４－１４６５

ご家庭で愛玩家きん（鶏やアヒル）を
飼われている方へ

１１月に韓国で高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ
１型）が発生しました。ご家庭で飼育されている家
きんがすぐに危険なわけではありませんが、鳥イン
フルエンザを予防するためにも、飼育舎には防鳥網
などを使用して、野鳥との接触を避けるとともに、
清潔な状態での飼育を心がけてください。また、飼
育などの作業後は必ず手洗いを行いましょう。もし
も、飼育されている家きんが連続して死亡するなど
の異常がみられた場合は、農林振興課または和田山
家畜保健衛生所までご連絡ください。

春日庁舎農林振興課  ☎７４- １４６５または                
和田山家畜保健衛生所  ☎０７９- ６７３- ２３３１
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福祉有償運送の登録協議の申請は
２月９日までに行いましょう

道路運送法の一部を改正する法律が今年１０月から
施行され、営利を目的としない事業者が、障害者や
要介護等高齢者など移動困難な方を有償で移送サー
ビスを行うためには、近畿運輸局への登録が必要と
なりました。登録申請を希望される法人（道路運送
法の登録を希望される方）などは、下記の担当課に
ご相談の上、2 月 9 日（金）までに申請書（案）を
提出してください。２月下旬に開催する市福祉有償
運送運営協議会で、登録の必要性や規定する要件が
備えられているかなどについて協議し、「協議が調っ
たことを証する書類」が申請者に送付された後、そ
の書類を添えて、近畿運輸局神戸運輸監理部に申請
書を提出いただきます。
※申請書の様式が必要な方はご連絡ください。

（申請書提出先）春日庁舎生活支援課  
　　　　　　　　　☎７４－０３６８

市町村特別給付『介護さぽーと事業』

介護用おむつ購入費・移送サービス事業費支給申請
書の第Ⅲ期（１０月～１２月分）提出締切は、１月
５日（金）です。該当される方は提出してください。

春日庁舎介護保険課  ☎７４－１０４９

妊婦健康診査費助成事業のお知らせ

市では、妊婦健診にかかる費用の一部を助成してい
ます。妊婦健康診査（医療保険適用外のみ）を受診
された方は、母子健康手帳、領収書原本、印鑑をご
持参の上、下記の窓口で申請してください。詳しくは、
広報「たんば」7 月号をご覧いただくか、下記まで
お問い合わせください。

氷上保健センター内健康課  ☎８２－４５６７、
市役所地域振興課、春日庁舎地域振興課、各支所

青垣診療所の眼科の診察日が
火曜日と金曜日の

週 2 日に変わります

青垣診療所では、これまで毎週水曜日のみ眼科
の診察を行っていましたが、１月 4 日から、火
曜日と金曜日の週 2 日に変わります。これに伴い、
診察日が変更になりますのでご注意ください。
◇ 1 月 4 日（木）からの診察時間（眼科 林医師）
火曜日 受付 午後 １時３０分 ～  4 時３０分
　　　　診察 午後 ２時 ～  5 時
金曜日 受付 午前 ８時 ～ １１時３０分
　　　　診察 午前 ９時 ～ 正午

青垣診療所 ☎８７－０１０９
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問

市　役　所　 ☎８２－１００１
春 日 庁 舎 　☎７４－０２２１
柏 原 支 所 　☎７２－０５４４
青 垣 支 所 　☎８７－１００１

山 南 支 所 　☎７７－０２４０
市 島 支 所 　☎８５－１００１
教育委員会　 ☎７２－０３３５
消 防 本 部 　☎７２－２２５５
　

注）一般の火葬申込みは死亡届と同様に斎場
休業日でも３日以降の予約を各庁舎で日直が
受付けます。但し、柏原斎場つつじ苑での小
動物の火葬受付は３日から受付けます。
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☆薬草染め教室　５００円～２，５００円
１月１３日（土）五倍子染め
１月１９日（金）重ね染め（藍・コブナ草）
☆葛のつる教室　１，５００円
１月２１日 ( 日 ) ちょっぴり高級感のあじわえ
る変り編みのかご
☆押し花教室　３，６００円
１月２８日（日）押し花絵額を作ろう　Ｌ２９
額（２８３ｍｍ×９３ｍ） 
☆パンづくり体験教室　1 人５００円
山南地域で栽培した小麦（全粒紛）を使ったパ
ンづくり。１０人以上で 1 週間前までにご予約
ください。
♪各教室の開催時間　
　午後１時３０分～
♪申込方法　各教室開催日の 1 週間前までに電
話または FAX でお申し込みください。

遊工房（山南農産物処理加工及び実習施設）
　☎７０－８８００　ＦＡＸ７０－８８０１

人権講演会のご案内

◇と　き　１月２３日（火）　午後 7 時～
◇ところ　かいばら生涯学習の森（柏原公民館）　
◇演　題　「子どもの安全・安心問題」の問題を考える
◇講　師　清永賢二さん（日本女子大学教授）
子どもの安全・安心を脅かす問題が絶え間なく発生
しています。「子どもの安全・安心問題」を解決する
のに、何が「問題の問題」なのかについてご講演い
ただきます。（※手話・託児あり）託児をご希望の方
は、１月１２日（金）までに人権啓発センターへお
申し込みください。

［講師プロフィール］　1970 年　警視庁科学警察研究
所防犯少年部入所、同研究所環境研究室長、犯罪予
防研究室長などを経て現在に至る。「学校嫌い勉強嫌
い」「 いじめ～教室の病～」など著書多数。

市役所人権啓発センター ☎８２－０２４２

休日診療所および歯科救急診療の担当医師 

�����������

斎場

12/31 1/1 1/2 1/3

柏 原 斎 場
つ つ じ 苑 ○ × × ○

氷 上 斎 場 ○ × × ○

氷 上 斎 場
葬 祭 棟 × × × ×

１２/ ３０
（土）

１２/ ３１
（日）

１/ １
（月）

１/ ２
（火）

１/ ３
（水）

休 日 診 療 所

近くの医院で
受診してください

柏原赤十字病院
医　　師

寺本耳鼻咽喉科
寺本典代先生

大塚病院医師
吉積クリニック

吉積宗範先生

（所在地）柏原町柏原 443　☎ 72-2480　（診療時間）午前 9 時～午後 5 時　

歯 科 救 急 診 療

里歯科医院
（氷上町石生）

☎ 82-6931

片山歯科医院
（市島町市島）

☎ 85-0068

河原歯科医院
（山南町井原）

☎ 77-2418

八木歯科医院
（柏原町柏原）

☎ 72-0043

田中歯科医院
（青垣町佐治）

☎ 87-1118

（診療時間）午前９時～正午　※治療をご希望の方は、来院前にお電話でご連絡ください。

　　※診察場所は、休日診療は休日診療所、歯科診療は各日担当歯科医院となります。

市役所業務
１２月 2 ９日（金）から 1 月 3 日（水）まで、
市役所・各支所は宿日直対応となりますの
でご了承ください。この間、住民票や印鑑
証明、所得証明などの発行はできませんの
でご注意ください。なお、出生や死亡など
届出の受付は行います。

ごみ
年末の施設への受け入れ業務は１２月２９
日（金）まで、年始は１月４日から再開し
ます。詳しくは、市が発行するごみ分別収
集カレンダーでご確認ください。なお、ご
み分別収集カレンダーは市役所および各支
所、お近くの広報が設置されているコンビ
ニエンスストアーにも設置していますので
ご利用ください。

（木）（木）

○利用可　×利用不可

�

�

�
�
�
�
�

今月の

税
[ 次回予定 ]
市県民税・普通徴収（第４期）１月３１日まで
国民健康保険税（第８期）　　  １月３１日まで

市役所税務課   ☎８２‐１００１（代）問

固 定 資 産 税（ 第 ３ 期 ）
１２月２５日（月）まで
国民健康保険税（第７期）
１月４日（木）まで

口座振替で
納付いただいて

いる方は、納期限
までに口座残高

の確認をお願
いします。
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TAMBA CITY TOPICS
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